




要約:アイソトープを用いず蛍光で簡便迅速に乾燥血液炉紙中の微量のガラクトカイネー

ス活性を定量する方法を開発し,それを使って実際の依頼症例即ちガラクトカイネース欠

損症を疑われた症例について,この酵素活性を測定したところ,低い活性を示すものが多く,

一般正常新生児の平均活性が22.2±3.9であるのにくらべ,7.4±6.1と低く,ヘテロ保因者

が含まれている可能性が強く,両親も含めての検査も必要であろう。 


